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先日の航空写真撮影は貴重な体験でしたね😊 短い中学生活の間に経験できる

なんて、皆さんは幸運の持ち主ですね！私も初めてで嬉しかったです。しかし、最近

めっきりまぶしいものに弱い私は、終始目を閉じていました・・・皆さんには、ドローン

がちゃんと見えたんでしょうね。いいなぁ♪ 

●新時代～車いすラグビー日本代表池崎大輔が見つめる未来 

●７つの習慣ティーンズ リニューアル版 

●カンタンなのになぜか伝わるこあら式英語のフレーズ図鑑 

●チームでつくる探究的な学び～授業のヒントは学校図書館に 

●学校司書の役割と活動～学校図書館の活性化の観点から 

●ゼロからの著作権～学校・社会・SNSの情報ルール 

●小泉八雲先生の「怪談」蒐集記 

●十角館の殺人 新装改訂版 

●謎解きはディナーのあとで２ 

●そして誰もいなくなった 

●スタイルズ荘の怪事件 

●余命一年と宣告された僕が、余命半年の君と出会った話 

●メイドイン十四歳  石川宏千花 

転校生は、皮膚が透明に見える病気で全身を包帯でぐるぐる巻き！！奇

想天外な見た目の彼は好奇の目にさらされ、お世話をしていた僕もクラス

の中で浮いてしまう…。思春期の残酷さも考えさせられながら、素敵な友

情の話でもある作品です。 

 

●夏の庭 The friends  湯本香樹実 

「死んだ人を見たい！」という好奇心から、町はずれに住む引きこもりの

老人を観察し始める小学 6 年生の 3 人組。でもおじいさんは死に向かう

どころか逆にイキイキとしてくる…彼らもいつしかおじいさんとの交流を

楽しみに成長していく心温まるひと夏の物語。 

●見た目レンタルショップ化けの皮  石川宏千花 

イケメンになりたい男子、美少女になりたい女子…この店では自分が希望

する見た目の人と身体を入れ替えることができます。しかし、いくら外見

を入れ替えても思ったように物事は進みません。皆さんも、「人は見た目

で判断する」という思い込みで自分の世界を狭くしていませんか？ 

7/7㈪～9/7㈰ 

今月も入りました 
●平安女子の楽しい！生活  川村裕子 

ファッション、恋バナ、メイク、将来の悩み…など平安時代ガールズのリアル

生活についてかなりくだけた文章で書かれています。彼女たちのライフス

タイルは現代の私たちと変わらなくて、何だか嬉しい♪ 『源氏物語』 

『枕草子』など、古典文学を読みたくなります😊 

●一瞬の風になれ  佐藤多佳子 

才能ある兄と違って、サッカーで進学することをあきらめた新二。高校で

陸上を始めたが、天才的な才能を持ちながらも、真面目に練習に取り組

まない部員の連に過去の自分を重ねる…連や陸上部の同士、ライバル校

の仲間共に成長していく青春ストーリー。 

新しい本 
 

 

蔵書
ぞうしょ

点検
てんけん

（本を一冊ずつ手に取って、パソコンの中の情報と 

にらめっこしながらチェックする作業）のため閉まってます！ 

●わたしは食べるのが下手  天川栄人 

それぞれ食に悩みを抱えている中学生４人が、給食を通して「食べること」に

向き合う、生きるために大切なお話。 

●スラムに水は流れない  ヴァルシャ・バジャージ 

単なる、「スラムは貧しい」「水は大切だ」の話ではありません。インドのスラム

に住む少女と家族の、ハラハラドキドキの成長物語。 

●鳥居きみ子～家族とフィールドワークを進めた人類学者 

人類学の中でも、昔から伝わる生活・風習・伝説の研究を切り開いた女性。

子育てをしながら仕事を自分の道として生きた、当時の肝っ玉母さんです！ 

    夏休み課題図書 再掲載 これ おもしろいよ 
 


